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性の高い高時間分解 CD 測定法の開発が切望されている。 
本博士論文では、「I. 励起状態分子の観測を指向した過渡円二色性測定装置の
構築 (第 1 章) 」、「II. 溶液中における励起三重項状態の有機分子の円二色性ス
ペクトルの研究 (第 2 章) 」、「III. 過渡吸収及び過渡円二色性測定装置を用いた
超分子シクロデキストリン包接錯体の光ダイナミクスの研究 (第 3 章)」に取り
組んだ。 
 
【第 1 章】 励起状態分子の観測を指向した楕円偏光を用いた過渡円二色性測定装
置の構築 








ことで、測定可能な波長領域が 310 - 850 nm の広範囲に対応可能になる。ナノ秒
レーザーフラッシュフォトリシス法と組み合わせることによって、広い時間領
域 (ns - s) に測定が可能となった。さらには、パーソナルコンピューターを用い
て方位角の制御を回転ステージにより自動で制御することで、再現性の向上で
きると期待した。その結果、広い時間領域 (ns - s) 及び広い波長領域 (310 - 850 
nm) に対応可能な再現性の高い CD 測定法の構築に成功した。 
 
【第 2 章】 溶液中における[n]カルボヘリセン ([n]CH) の励起三重項状態の円二色
性の研究 




特徴を満たしている[n]CH ( n = 6, 7, 9 ) を選択した。既報法を用いて合成したラ





重項状態の[6]CH と[9]CH のトルエン溶液中での過渡 CD スペクトルを測定した。
光励起後 1 - 11 µs の時間範囲において、励起三重項状態の[n]CH 吸収に対応する
ミラーイメージの CD スペクトルが観測された。さらに、密度汎関数法を用いた
















よび過渡 CD 測定法を用い検討した。 
2:2 錯体の 100 µs 後の過渡吸収スペクトルにおいて、メチルオレンジのみの場
合には見られなかった新しい吸収帯が観測された。この吸収帯は、基底状態の
吸収スペクトルの変化によって、説明可能であることから、光励起後 100 µs に










以上、本博士研究では、励起状態の分子の CD 測定を指向した過渡 CD 測定法を
構築し、有機分子の励起三重項状態の CD スペクトル測定及び過渡 CD 測定法を
用いた超分子シクロデキストリン包接錯体の光ダイナミクスの検討を行った。
過渡 CD 測定を用いて、励起三重項状態の CD スペクトル測定ならびに超分子の
光ダイナミクスの解析に初めて成功した。本研究成果は、CD 測定法を用いた励
起状態や光ダイナミクスの解析に多いに貢献でき、本博士論文で構築した過渡
CD 測定装置を用いた励起状態の分子の解析や光ダイナミクスの解析へのさら
なる応用が期待される。 
